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東日本大震災後の飯舘村
年 表

平成 23年（2011 年）3月 11日から

平成 25年（2013 年）3月 11日まで

夏休み研修旅行　レッツ・オーストラリア！
参加者：中学生16人
日程：2012年8月2日〜10日
滞在先：オーストラリア
主催：飯舘村教育委員会
後援：豪日交流基金、被災者支援組織「MATEROCK(メイト
ロック)」、オーストラリア・ニュージーランド商工会議所

旅のアルバム

松本こどもキャンプ 東京ドーム観戦こども旅行in北海道鹿追町

オーストラリアに飛び立った子どもたちは、雄大な自然に出会い、現
地のホストファミリーの温かな歓迎を受けました。
帰国後は、「辞書を引いたり身振り手振りでコミュニケーションが取
れた」「優しくしてもらったのが一番の思い出」と感想を語りました。

震災後、飯舘村民を対象とした招待事業が国内外で６０事業も開催されました。
その中から一部をご紹介します。

◀グレート・サザン・グラマースクー
ルの生徒と、お互いの国の位置を
地球儀で確認！

▲コーディネーターとして同行した MLA 豪州
食肉家畜生産者事業団駐日代表・メラニー
さんの実家で歓迎パーティー

▲ 2011 年度〜 2012 年度の夏季・冬
季に計７回開催され、小中学生と家族
が化石堀りや流水プールなどを体験しま
した（主催：長野県松本市）

▲ 2012 年 4 月・8 月に計３回開催され、
川俣町や飯野町の希望者とともにジャイア
ンツ対ヤクルト戦などを観戦しました（主
催：飯舘村　支援：東京都小石川ロータ
リークラブ）

▲ 2012 年 8 月開催。小学生 14 人が
牧場での搾乳やソーセージ作りなどを楽
しみました（主催：北海道鹿追町） 

▲衣服の原料となる刈りたての羊
毛

▲ ホ エ ー ル
ウォッチングでは
ボート操 縦も体
験

▲ たくさんのカン
ガルーと触れ合
いました

▲西オーストラリア州議事堂で集
合写真
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東日本大震災後の飯舘村　年表
日付 できごと ページ

平成 23 年（2011 年）

3 月 11 日（金）

午後 2 時 46 分、東北地方太平洋沖地震発生。 4
午後 2 時 55 分、役場 2 階の第一会議室に村災害対策本部設置。村職員が村内の被害状況確認を開始。 4
午後 9 時 23 分、国が福島原発から半径 3 キロ以内の住民に避難指示。 4

電気、電話、水道などのライフラインが断絶。12 日朝まで役場の一般電話は使用できたが、その後
は県防災無線しか使用できない状態となった。
役場職員が役場玄関付近で炊き出しを開始。
浜通りの津波や原発近辺市町村からの避難者が飯舘村へ。公民館駐車場が満杯になり、県道が大渋滞。
村外からの避難者受け入れ用としてまでいな家を開放。

3 月 12 日（土）

午前 5 時 44 分、避難区域が半径 3 キロから10 キロに拡大。 5
午前 6 時ごろ、村の簡易水道の断水・節水を伝えるため職員が広報車で広報活動。 5
午後 3 時 36 分ごろ東京電力福島第一原発 1 号機が水素爆発し、建屋が大破。 5
職員が広報車で原発事故の注意喚起を呼びかける広報活動。 5
までいな家、いちばん館に避難所を開設し、受入開始（~20 日まで）。 5
午後 6 時 25 分、国が福島第一原発の避難指示の範囲を半径 20 キロに拡大。 5
役場炊き出しに伊丹沢行政区が協力。

3 月 13 日（日）

草野小学校体育館に避難所を開設。 6
村消防団がパトロールや避難所補助など災害対策本部と連携した活動を開始。 6
いちばん館調理室で避難所の炊き出し供用開始。村女性消防隊、婦人会が炊き出しに協力（いちばん
館）。 6

午前 9 時ごろ、幼小中の休校について役場職員が広報車で広報活動。
午後 4 時 30 分、災害対策本部の電気が復旧。 6
村内の一部で電気が復旧。
村内の一部で水道が復旧。
村役場、NTT ドコモから衛星電話 2 台を借用。

3 月 14 日（月）

午前中、青森県原子力センターが福島県からの依頼で放射線環境モニタリングポスト設置。「避難者の
多い場所」と指示があったため、いちばん館前に設置された。60 分おきに測定・記録し、福島県災害
対策本部へ報告。当初の数値は、一時間あたり 0.09 マイクロシーベルト。

6

午前 11 時 1 分ごろ、東京電力福島第一原発 3 号機が水素爆発し、建屋が大破。原子力安全・保安院
が半径 20 キロの住民に屋内退避を呼びかける。 6

原発事故影響の注意喚起のため職員が広報車で広報活動。 6
飯樋小学校体育館（~17 日）・臼石小学校体育館（~19 日）に避難所を開設。 6
議会全員協議会で地震被害の状況について協議。 6
全村で水道と電力が復旧。

3 月 15 日（火）

午前 6 時ごろ、東京電力福島第一原発 4 号機で壁の一部破損。2 号機で圧力抑制室に損傷の損傷の
疑い。建屋 5 階から白煙確認。 7

午前 11 時 8 分、国が福島第一原発から 30 キロ圏内を屋内退避区域に指定。 7
正午ごろから放射線量の数値が急上昇。午後 6 時いちばん館前で放射線量が最大値の一時間あたり
44.7 マイクロシーベルトを記録。 7

村内の一部で一般電話回線が復旧。全村で携帯電話回線が復旧。

3 月 16 日（水）

やすらぎに屋内退避指示の蕨平地区等の住民のため避難所を開設。 7
村内、ガソリン不足が深刻化。 9
燃料班活動開始。県災害対策本部、石油連盟、出光興産へ供給要望。
午後 10 時ごろ、県から職員 2 名が来庁し、ヨウ素剤が村に配布される。住民への配布は保留。
村 HP に震災情報を掲載スタート。義援金受付用口座を公表。

3 月 17 日（木）

行政区長会議開催。村民に対し、避難意向調査を実施するため、各行政区長経由で配布。 10
燃料班、村内ガソリンスタンド在庫状況調査。 10
午前 0 時、放射線環境モニタリングポストが停止。県災害対策本部から「故障対応しない」と回答がき
たため、代替線量計の設置を要請。
午前 7 時 30 分ごろ、可搬型シンチレーターを福島県が持参し、線量測定再開。飯樋地区、草野地区
の線量を簡易測定（積雪地は上限値が一時間あたり 30 マイクロシーベルト超のため測定できず）。
避難者を草野小・臼石小・いちばん館へ誘導するため、飯樋小学校避難所を閉鎖。
災害支援のため福島県が職員 2 名を派遣。
県農林水産部から農産物の緊急時モニタリング検査の実施通知および協力依頼が届く。

日付 できごと ページ

3 月 18 日（金）

第 2 回村議会定例会開催。 10

村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を設置。
住民の安全確保をはかるため、希望者を集団避難させることを決定。避難先は、県の斡旋で栃木県鹿
沼市総合体育館に決定。

11

燃料班、ガソリン運搬車の運転手を確保し、ガソリンを買い付ける。自主避難用燃料チケットを希望
者へ配布。
避難者へガソリンを配給。
沿岸部支援のための一時駐屯で、自衛隊第一空挺団（千葉県）が入村。
鹿沼市への集団避難希望者を集約し、説明会開催。

3 月 19 日（土）

臼石小・いちばん館から自主避難する車両への燃料供給（~20 日）。
避難所に移動する際行われたスクリーニング検査で靴に付着した泥から高濃度の放射性物質が検出さ
れる。 12

栃木県鹿沼市避難所への集団避難（第 1 陣）を行う（〜 4 月 30 日）。避難場所は鹿沼市総合体育館（フォ
レストアリーナ）。

12・
24・25

草野小学校体育館、臼石小学校体育館、やすらぎの避難所を閉鎖。
県農林水産部による緊急時環境モニタリング調査実施（ブロッコリー、牧草）。

3 月 20 日（日）

19 日に採取した村産の原乳から、放射性ヨウ素 1 キロ当たり 5,200 ベクレル検出。 15

村が自主的に福島県原子力センター福島支所に村水道水を持参。簡易水道の水から放射性ヨウ素 1 キ
ロあたり 965 ベクレルを検出。 15

県が県産露地野菜全ての出荷自粛及び原乳の出荷・自家消費自粛要請。 15

栃木県鹿沼市避難所への集団避難（第 2 陣）。村内外から 509 人（うち村民は約 350 人）が鹿沼市に避難。 24・25

いちばん館閉所。村内避難所をすべて閉鎖。
翌日の水道水摂取制限発令を前に、一時駐屯中の自衛隊第一空挺団（千葉県）に、村内の給水活動へ
の協力を県を通して依頼。

3 月 21 日（月）

国が村水道水から高濃度の放射性物質を検出したと発表、水道水の摂取制限発令。 15

村民に簡易水道水、井戸水、沢水飲用自粛を要請。 15

職員が全戸訪問し飲用水のペットボトルを配布（10t）。 15

国指定緊急自動車優先給油所に村内 GS ㈱マックスサービスそうまが追加される。
福島県農林水産部による緊急時環境モニタリング調査実施。（ブロッコリー等）

3 月 22 日（火）

飯舘村非常用住民給油カードを各戸に一枚ずつ配布。 17

職員が自衛隊とともに飲用水 100t（一人一日 3 リットル× 8 日分）を 20 行政区の集会所へ運搬。飲用
水不足時には区長を通して配布。 9・17

いちばん館で県がスクリーニング検査実施（~23 日）1,330 人が検査を受け全員異常なし。 8・17

行政区長会開催。
予算審議特別委員会を会期 1 日で終了。

3 月 23 日（水）

文部科学省が村内土壌から放射性ヨウ素 1 キロあたり 117 万ベクレル、セシウム 1 キロあたり 16 万 3
千ベクレルを検出したと発表。
原子力災害対策特別措置法に基づき、福島第一原子力発電所事故に伴う村産ブロッコリーの摂取及び
出荷制限通知発令。
A コープ開店（物資不足のため時間は限定的）。
タンクローリーによる燃料供給開始。
村民向け「非常用住民給油カード」による供給開始（~24 日）。 18

3 月 24 日（木）
第 2 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催（震災・原発事故
の概要）。
20 行政区に支援物資（野菜等）配布。

3 月 25 日（金）

福島県放射線リスクアドバイザー高村昇さんによる講演会をいちばん館で開催。約 600 人が参加。 8・21

県から、県内全農家へ田植えならびに種まきを延期するよう通知が届く。
タンクローリーによる燃料供給二回目実施。
企業用送迎給油カード発行。
災害援助物資をいちばん館で配給。
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3 月 28 日（月）

第 3 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催（農作物の作付、
無利子生活資金の貸付、小中学校の現況について）。 23

村内 70 か所で、飯舘村周辺放射能汚染調査チーム（京都大学今中哲二代表）による放射線サーベイ活
動実施（~29 日まで）。 23

文部科学省が村から採取した雑草から、1 キロ当たり 287 万ベクレルの放射性セシウムを検出したと発
表。
県による村内 20 行政区土壌調査（宅地 20 カ所、農地 20 カ所）およびダストサンプリングによる空気
浮遊塵調査に村職員が協力、室内線量も測定。
現職村議会議員・元職村議会議員による復興対策会議。
教育委員会校長会開催。

3 月 29 日（火）
15 歳未満の子どもを対象に甲状腺被ばく検査実施（約 300 人が受診。受診者全員に異常なし）。30 日
にも役場で 302 人が受検し、現場では全員が異常なしと言われる。 8・24

村職員が支援物資配布（20 行政区へ水を配布）。

3 月 30 日（水）

国際原子力機関（IAEA）が村内の土壌から同機関避難指示基準の約 2 倍の放射性物質（1㎡あたり 200
万ベクレル）を検出したと発表。 26

経済産業省（資源エネルギー庁）ミニ SS 対策により、ドラム缶 5 本（緊急車両用ガソリン）が自衛隊によっ
て運搬入荷。
井戸水の検査始まる（簡易水道給水区域外、各行政区 1 検体のみ）。
飯舘中学校体育館で村内幼小中学校保護者説明会を開催。
県振興協会（宝くじ）より、浜通り 13 市町村に一律 1 億円の義援金交付通知。

3 月 31 日（木）

IAEA の報道の件で原子力安全保安院が来庁。 26
第 4 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催（IAEA による避
難勧告、小中学校の授業再開について）。 26

村社会福祉協議会が生活福祉資金特例貸付の受付を開始。

4 月 1 日（金）

村の簡易水道水、基準値以下となり、乳児を除き水道水の摂取制限を解除。1 歳未満は引き続きミネ
ラルウォーターで対応するよう指示。 27

役場委員会室で村職員、議員、行政区長らを対象に福島県放射線リスクアドバイザー山下俊一氏の講
演会開催。 27

村内 2 カ所で県による土壌調査実施。 27
国際原子力機関（IAEA）が村内放射性物質の値を修正。
災害対策本部を設置していた第一会議室で新採用職員 4 人に辞令交付。
供給量緩和傾向のため燃料班解散。

4 月 2 日（土） 鹿沼市避難所で放射線勉強会開催。 25

4 月 4 日（月）
第 5 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催（農作物の作付に
ついて）。
飯舘村周辺放射能汚染調査チーム（京都大学・今中教授ら）による調査結果の公表。

4 月 5 日（火）

文部科学省が、3 月 28 日に県が村内 40 カ所で採取した土壌等の調査結果を公表。村の土壌の高濃度
汚染が明らかになる。
村長が菅直人内閣総理大臣に提言書を提出。 28
国（東北経済産業局）が災害支援のため職員を村に派遣。
原子力保安院職員来庁。
文部科学省からのポケット線量計（Dose-i-r）を比曽・長泥・蕨平の各区長に 4~5 本ずつ貸与。

4 月 6 日（水）

県農林水産部が土壌調査の結果を公表。
前田地区、長泥地区の水田から基準値（5000 ベクレル）を超える放射性物質が検出される。 29

福島交通バスが運行を再開。
県放射線リスクアドバイザー高村昇さんが来村。比曽、長泥、蕨平の 3 行政区を対象に原発事故の放
射線リスクに関する座談会を開催（長泥コミュニティセンター）。
自衛隊第一空挺団（千葉県）が離村。

4 月 7 日（木）

乳幼児・妊産婦の村外避難募集開始。
村南部の高線量地区（比曽・長泥・蕨平）の住民にも避難募集開始。 31

第 6 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会（3/28 実施の県サンプリ
ング調査結果をもとに作付けの方針について協議）。 30

行政区長会開催。 30・
31・32

県による畑地などの土壌調査に協力。
4 月 9 日（土） 鹿野道彦農林水産大臣が来村。村からの提言書と要望書を提出。 33

日付 できごと ページ

4 月 10 日（日） 近畿大学教授で医学博士の杉浦紳之さんが飯舘中学校体育館で保護者を対象に放射線に関する講演
会を開催。 33

4 月 11 日（月）

政府が計画的避難区域設定の方針発表。 34
計画的避難区域について、村が議会、商工関係者、行政区長に全村避難になることを説明。 34
第 7 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催（計画的避難区
域の指定計画発表について）。

4 月 12 日（火）

第 8 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催。今年の農作物
作付見送りを決定。 34

国が村内の土壌からストロンチウムが検出されたと発表。 34
県農林水産部が土壌再調査の結果を公表。村南部を中心に基準値を大幅に超える放射性物質が検出
される。 34

4 月 13 日（水）

村内 6 ヵ所で全村民を対象にした計画的避難の住民説明会を開催。 35
乳幼児・妊産婦が福島市の旅館吉川屋に避難。村南部の高線量地区（比曽・長泥・蕨平）の希望者が
やすらぎに避難。
国が村産露地原木しいたけの摂取制限および出荷制限を発令。

4 月 15 日（金） 飯舘中学校多目的ホールで幼小中学校就学に関する保護者説明会を開催。

4 月 16 日（土）
福山副官房長官、平野内閣府副大臣、松下忠洋経済産業副大臣らが来村し村及び住民代表への説明会
を開催。 38

村内 6 カ所で全村民を対象にした計画的避難の住民説明会を終了。1821 人が参加。

4 月 20 日（水） 飯舘中学校で幼小中学校の合同入学式。 39
幼稚園、小学校、中学校の各校舎で始業式。 39

4 月 21 日（木）
川俣町内の幼稚園・中学校・高校の校舎をお借りし、幼小中学校が授業再開。 39
愛する飯舘村を還せプロジェクト　負けねど飯舘 !!　が村内 2 地区で被ばくに関する相談会を開催。講
師は振津かつみ先生。

4 月 22 日（金）

政府が村全域を計画的避難区域に指定。 40
国が飯舘村現地対策室を設置。国の職員を派遣。 40
県が畑地等の農用地土壌の測定結果を公表。
国から計画的避難区域及び緊急時避難準備区域において、平成 23 年度の稲の作付制限が指示。

4 月 23 日（土） 被災証明書の発行開始。 41

4 月 25 日（月）
行政区長会開催。計画的避難についての意向調査（~29 日まで実施）の協力を依頼。
第 9 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催（計画的避難区
域指定後の取組について）。

4 月 26 日（火） いちばん館で「愛する飯舘村を還せ !! プロジェクト（大井利裕代表幹事）」が村民総決起集会を開催。 41

4 月 29 日（金） 20 行政区の各集会所等で計画的避難についての説明会を開催。1 人 3 万円の村災害救援見舞金を現
金給付。 41

4 月 30 日（土） 栃木県鹿沼市避難所を閉鎖。避難者が帰郷。 42
飯舘中学校体育館で東電が住民説明会を開催し副社長が謝罪。約 1,300 人が参加。 42

5 月 1 日（日） 村民避難用県借り上げ住宅の受付開始。
5 月 2 日（月） 国の復興構想委員会が村を視察。 42
5 月 6 日（金） 福島大の学生や教職員等ボランティアが村民アンケート集計作業。 43

5 月 9 日（月）

東京電力社長が来村し、役場第一会議室で村に謝罪。 44
片山善博総務大臣が来庁。村長が「二重の住民登録」について提案しました。 44
第 10 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会開催（避難計画の進行
及び住居申込状況、農作物の補償対策について）。 45

村の避難計画書を県に提出。（優先順位を①乳幼児・妊産婦の居る世帯② 18 歳以下の子どもがいる世
帯③比曽、長泥、蕨平行政区の世帯④そのほかの世帯の 4 段階に分ける案）
定期子牛競り開催（6 月 10 日までに 4 日間実施され、328 頭の子牛が村を離れた）。

5 月 10 日（火）
乳児の水道水摂取制限解除。 45
乳幼児等世帯への避難説明会開催。 45
国・県義援金の給付受付（飯樋小）。

5 月 11 日（水） 畜産農家への説明会開催。 46
国・県義援金の給付受付（草野小）。

5 月 12 日（木） 国・県義援金の給付受付（臼石小）。
5 月 13 日（金） 国・県義援金の給付受付（いちばん館）。
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5 月 14 日（土） ビレッジハウスで「第 7 回日本再発見塾 in 福島」開催。 46
国・県義援金の給付受付（いちばん館）。

5 月 15 日（日） 計画的避難に伴う避難者の第 1 陣が離村、10 世帯 64 人が吉倉公務員宿舎、飯坂温泉赤川屋などに避難開始。 46
国・県義援金の給付受付（いちばん館）。

5 月 17 日（火） 国が特別養護老人ホーム「いいたてホーム」を含む村内 9 事業所の事業継続を承認。 47

5 月 18 日（水）
相農飯舘校が福島県教育センターで始業式。 47
計画的避難に係る企業説明会。 47
JA そうま総合飯舘支店が原子力災害による農畜産物損害補償対策に関する説明会を開催（20 日まで）。

5 月 19 日（木） 群馬県高崎市が災害支援のため職員を村に派遣。 54

5 月 21 日（土）
一般世帯を対象に避難説明会を開催。 48
比曽、長泥、蕨平の 3 行政区を対象に、いちばん館で原発事故に伴う健康診断および放射線相談会を
開催。257人が受診。（22 日にも開催） 49

5 月 22 日（日） やまゆり保育所、村での保育休止。

5 月 23 日（月） 旅館、ホテル等の避難先からスクールバス運行開始。 49
やまゆり保育所、川俣町で保育再開。

5 月 25 日（水）

飯舘中学校体育館で愛する飯舘村を還せ !! プロジェクト（大井利裕代表幹事）が「負けねど飯舘 !! 村民
の集い」を開催。加藤登紀子さんがライブを行う。 50

村振興公社たい肥センターに農機具保管を開始（~6 月 4 日まで）。 51
第 5 回村議会臨時会で役場飯野出張所設置条例、いいたて全村見守り隊関係予算等可決。

5 月 26 日（木）
計画的避難区域の和牛を対象にした臨時和牛競り開始（6 月 28 日までに 4 日間実施され、924 頭の牛
が村を離れた）。 51

東京電力による商工関係者向け説明会開催。 51
5 月 27 日（金） ラオス、ベトナムの子どもたちから村の小学生にメッセージ入りの鯉のぼりが届く。

5 月 28 日（土） 鹿野道彦農林水産大臣らが来村し、「ふるさとへの帰還に向けた取り組み」として農地土壌除染技術開
発の実証実験開始。 52

5 月 30 日（月） 村と福島市間で支援協定書を締結。 52
避難先からのスクールバス本格運行。

5 月 31 日（火）
国が長泥行政区内の観測点で積算放射線量 20㍉シーベルトを超えたと発表。 53
村長が第 6 回原子力損害賠償審査会に出席。 53
セブンイレブン飯舘店、閉店。

6 月 1 日（水） 福島市飯野町に村役場飯野出張所開設。村職員が 1 次避難所の健康相談や行政相談業務開始。 53
いいたて福祉会、デイサービス・ホームヘルプサービス休止。

6 月 2 日（木） いいたて全村見守り隊説明会。 55

6 月 3 日（金） 第 11 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催（平成 23 年度予
算について協議）。

6 月 5 日（日） 国見・上野台仮設住宅入居開始。
6 月 6 日（月） 「いいたて全村見守り隊」が役場臨時職員として村内の防犯パトロールを開始。 56

6 月 7 日（火） 村内のビレッジハウスで中川恵一東京大学大学院准教授による放射線に関する講演会を開催。 56
一次避難所で健康診断を実施。

6 月 8 日（水） 飯舘牛避難打合せ。 56
6 月 10 日（金） 村内発のスクールバス運行終了。

6 月 11 日（土） 福島県警・いいたて全村見守り隊の合同パトロール。 154
国見・大木戸仮設住宅入居開始。

6 月 13 日（月） 村民通行証交付開始。 57
飯樋字八和木地内で稲の試験作付実証実験（代かき）を実施。20 日には田植えを行う。 57・58

6 月 14 日（火） 村議会定例会が開会。

6 月 17 日（金）
村内文化財を保管移動。 57
第 12 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会を開催（村内商工業の
補償対策や避難対策について）。

6 月 21 日（火）
飯舘村振興公社の牛を東京市場へ出荷。 58
村議会が補正予算や役場機能の福島市飯野町移転等を可決し、6 月定例議会が閉会。
いいたてクリニックでの診療休止。22 日からあづま脳神経外科医院での診療開始。

6 月 22 日（水） 飯舘村役場機能を飯野出張所に移転、飯野出張所前駐車場で開所式。「までいな希望プラン」発表。 59
6 月 23 日（木） 村長が福島県知事と会談し、要望書を提出。 60・61
6 月 26 日（日） 蓬莱県営住宅団地入居説明会。

日付 できごと ページ

6 月 27 日（月） 飯舘村相談窓口として　福島市飯野町「いいの交流館」に村社会福祉協議会事務所、JA そうま飯舘総
合支店相談窓口、東京電力賠償相談窓口が開所。 61

6 月 30 日（木） A コープ飯舘店が閉店。

7 月 1 日（金） 東京電力社長が来庁し、謝罪。村が東京電力に対し緊急要望書を提出。 62
相馬市西工業団地仮設住宅入居開始。

7 月 2 日（土） 先行調査の 20 名が千葉県放射線医学研究所でホールボディカウンタによる内部被ばく検査（4 日にも
実施）。

7 月 7 日（木） 東京都三宅村長が職員に講話。 63
7 月 10 日（日） 旧飯野小仮設住宅入居開始。 63
7 月 11 日（月） 渓泉荘（飯坂温泉）への一時避難開始。
7 月 13 日（水） 村長が総務省にて片山善博総務大臣と会談。

7 月 15 日（金） 第 13 回村議会東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故災害特別委員会（村土壌改良プロジェク
トアドバイザー委嘱。調査報告書案について協議）。 65

7 月 17 日（日） 相馬仮設に関する自治会説明会。
7 月 18 日（月） 村内で死亡事故発生、死亡事故ゼロが 1799 日でストップ。

7 月 20 日（水） 幼稚園、小中学校で終業式。52 日間の 1 学期が終了。 64
健康手帳「までいなからだ」発行。 65

7 月 21 日（木） 村内の防犯体制としてホームセキュリティ設置開始。
7 月 22 日（金） 村内継続企業への線量管理に関する説明会。 65
7 月 23 日（土） 旧明治小仮設住宅、旧松川小仮設住宅入居開始。
7 月 25 日（月） 一次避難所閉鎖に関する説明会（自治研修センター）。

7 月 26 日（火） 4 歳以上の子どものホールボディカウンタによる内部被ばく検査開始（7 月 29 日、8 月 3 日、8 日、11 日、
16 日、18 日にも実施）（茨城県東海村）。

7 月 27 日（水）

第 1 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催。
村職員による三宅村視察（~29 日まで）。
原子力災害に伴う「不耕作による損害」（休業補償）請求説明会を JA そうまが開催（7 月 29 日、30 日、
8 月 1 日に実施）。

7 月 28 日（木） 松川第一仮設住宅入居開始。 66
村内小・中学校教員の離任式。 65

7 月 29 日（金） 村塾が開講。 66
内部被ばく検査説明会。

7 月 31 日（日） 第 33 回 UFO ショッピングストリート “ がんばっぺ ! ホコ天 ” 飯舘・飯野復興祭開催。 66
松川第二仮設住宅、 伊達東仮設住宅入居開始。

8 月 1 日（月） 伊丹沢地内で農地の代かき等土壌除染実証試験実施（~4 日まで）。

8 月 3 日（水） 吉倉公務員宿舎で自治会設立総会開催。
村内操業継続事業所の線量推定結果説明会開催（~4 日まで）。

8 月 6 日（土） 飯舘中学校で村内企業・見守り隊への健康調査を実施し、154 名が受診。
8 月 8 日（月） 第 1 回飯舘村未来への翼プロジェクト事業（中学生ドイツ研修）実施（~17 日まで）。 67

8 月 9 日（火） いいたてまでいな復興プラン庁内検討委員会発足。 67
農地の転作牧草はぎ取りによる除染実証試験実施（飯樋町地内）。

8 月 10 日（水） 元山古志村長・長島忠美氏講演会開催。 68
8 月 16 日（火） 村民 100 人対象内部被ばく検査（第 2 回目は 18 日に実施）（茨城県東海村）。
8 月 18 日（木） 土壌アドバイザーによる村内についての除染方針説明会を職員向けに開催。 68

8 月 19 日（金） 水田固形化剤散布等土壌除染実験・実証（伊丹沢地内）。 68
甲状腺検査結果説明会を開催。

8 月 21 日（日） 旧松川小仮設住宅自治会設立総会を開催。

8 月 23 日（火） 放射性物質除去実証実験水田土壌攪拌（浅水代かき）、強制落水試験実施。
放射性物質除去実証実験コンクリートキューブ試験を実施（~24 日まで）。

8 月 25 日（木）

各幼稚園、小中学校で始業式を行う。 68
荒井住宅自治会設立総会を開催。
放射性物質除去実証実験ひまわり焼却試験。
放射性物質除去実証試験畑表土剥ぎ取り試験。

8 月 28 日（日） 蓬莱県営住宅自治会設立総会を開催。
相馬西仮設住宅自治会設立総会を開催。
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8 月 29 日（月） 小宮行政区のクリアセンターで放射性物質除去実証実験ひまわり焼却試験を実施（~30 日まで）。
NTT 大森社宅自治会設立総会を開催。

8 月 30 日（火） 第 2 回いいたてまでいな復興プラン庁内検討委員会を開催。 69
固化剤散布後の表土はぎ取り試験実施（伊丹沢行政区）。

9 月 3 日（土） 健康づくり支援プロジェクトチームが伊達東仮設住宅で健康プログラムを開始。 69

9 月 5 日（月）
第 2 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（避難者の実態と意識調査、
ホールボディ検査の結果、国による土壌の除染結果等について執行部から聞き取り）。 69

「ふるさとへの帰還に向けた取組み」で植えたひまわりの刈り取りを実施。 69
9 月 7 日（水） 鹿野道彦農林水産大臣が放射性物質除去実証実験を視察。 70
9 月 8 日（木） 比曽行政区主催による瀬戸内寂聴さんの「心のきずな説法」開催。 70
9 月 9 日（金） 復興に向けた村職員ワークショップ開催。 70

9 月 11 日（日）

草野、飯樋両幼稚園が避難先園舎で保育参観、ミニ運動会を開催。 70
までい子育てプリペイドカード交付式開催（2 回目は 9 月 17 日に開催）。 70
福島警察署が松川第一工業団地仮設住宅集会所に「ふれあい交番」を設置。 71
松川駅前商店会が「飯舘絆♥松川がんばっぺ‼第 14 回夕暮れコンサート」を開催。 71

9 月 12 日（月） 村保養施設「いやしの宿いいたて」を福島市飯坂町に開所。開所式を行う。 71

9 月 13 日（火） 第 3 回いいたてまでいな復興プラン庁内検討会を開催。 71
第 1 回リスクコミュニケーション推進委員会を開催。 71

9 月 16 日（金） 仮設住宅や公的宿舎で組織する自治会の「飯舘村避難村民自治組織協議会」を開催。 72
9 月 18 日（日） 飯野小学校体育館で敬老会を開催。 72
9 月 19 日（月） 絆つながる「までいな一日」を松川仮設住宅で開催。 73
9 月 20 日（火） 第 4 回いいたてまでいな復興プラン庁内検討会を開催。 74
9 月 22 日（木） 第 9 回飯舘村議会定例会開会。
9 月 27 日（火） 村が、東電への損害賠償手続きに関する注意喚起を行う。 74

9 月 29 日（木） 伊達仮設住宅健康づくりプログラム体力測定、採血検査（伊達東公民館）。
飯舘村除染計画書を県に提出。

9 月 30 日（金） 巡回中に窃盗未遂犯を発見通報し、いいたて全村見守り隊に南相馬警察署から感謝状の贈呈（村いちばん館）。 74
平成 23 年度飯舘村表彰式挙行。 75

10 月 3 日（月） 第 3 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（復興に係る調査班設置）。
10 月 4 日（火） 相馬市、川俣町、福島市松川町に建設された村事業者用仮設施設完成式開催。 75
10 月 8 日（土） コスキン・エン・ハポン 2011（伊達郡川俣町）に村の小学生と保護者が参加。 76

10 月 9 日（日） 福島県立医科大学で 18 歳までの子どもを対象に甲状腺検査を実施（11 月 13 日までの土・日に 11 回、
1 〜 3 月に追加検査実施）。

10 月 13 日（木） 復興プラン庁内検討会が報告書を提出。 76

10 月 18 日（火）第 4 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（村商工会・JA そうま・村
森林組合の損害賠償請求等の状況、除染計画、幼小中の仮設校舎建設の進行状況等について協議）。

10 月 19 日（水） 第 1 回いいたて復興計画村民会議開催。 76
県借上げ住宅避難者との懇談会の開催（12 月 6 日までの期間で仮設住宅、公営宿舎等含み 17 回開催）。

10 月 20 日（木）県借り上げ住宅避難者との懇談会（福島市）。
10 月 23 日（日）飯舘村公民館で村消防団秋季検閲式。 77
10 月 24 日（月）県借り上げ住宅避難者との懇談会（福島市飯野町）。
10 月 25 日（火）県借り上げ住宅避難者との懇談会（川俣町）。

10 月 28 日（金）地域交流サロンと通所介護サービスを行う高齢者サポートセンター「あづまっぺ」が松川第一仮設住宅に開所。 78
県借り上げ住宅避難者との懇談会（南相馬市）。

10 月 30 日（日）飯舘中学校が川俣町中央公民館で文化祭「赤蜻祭」を開催。 78
10 月 31 日（月） 仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（相馬市）。

11 月 1 日（火） 「サポートセンターあづまっぺ」で地域交流サロンと通所介護サービスが開始。 78
仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市松川町）。

11 月 2 日（水） 中間処理施設説明会開催。 78
仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市松川町）。

11 月 4 日（金）
第 2 回いいたて復興計画村民会議を開催。 78
小宮行政区住民を対象に仮置き場等についての飯舘村除染計画説明会を開催（第 2 回 11 月 14 日、第
3 回 11 月 25 日）。

日付 できごと ページ
11 月 7 日（月） 仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市松川町）。
11 月 8 日（火） 村と伊達市間で工業団地敷地の無償貸与契約を締結。

11 月 9 日（水） 未来への翼参加中学生が福大で特別授業を行う。 79 
仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（伊達市）。

11 月 10 日（木） 仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（国見町）。

11 月 11 日（金） 第 5 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（村森林組合の現況、補
償実態について）。

11 月 15 日（火） 仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市飯野町）。
11 月 16 日（水） 仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市吉井田）。

11 月 17 日（木） 仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市松川町）。
ふれあい茶屋 ( 福島市松川町 ) で健康教室を開催。

11 月 18 日（金） 第 3 回いいたて復興計画村民会議を開催。 79 

11 月 20 日（日） 第 23 回ふくしま駅伝（後半の部）に飯舘村チームが出場。 79
福島県議会議員一般選挙を執行。

11 月 21 日（月） 飯野出張所で衆議院環境部会を開催。 79

11 月 22 日（火）
あづまっぺグラウンドゴルフ大会開催（24 日まで）。 80
東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会が新潟県 JA 全農バイオエタノール製造
所へ視察研修。

11 月 25 日（金） 第 6 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（村商工会の現状、補償
実態について）。

11 月 26 日（土） 草野幼稚園・飯樋幼稚園がおゆうぎ会を開催。 80
11 月 27 日（日） 村民 305 人にひらた中央病院で内部被ばく検査（~3 月 23 日まで）。

11 月 28 日（月）
第 4 回いいたて復興計画村民会議を開催（福島市飯野町）。 80
仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市上名倉）。
飯舘村民の避難生活に関する実態調査中間集計結果まとまる。

11 月 29 日（火） 環境省による草野地区除染モデル事業説明会を開催。 81

12 月 1 日（木）
19 歳以上を対象に仮設住宅や飯野学習センター等で総合健診を実施（~10 日まで）。 81
村内 ( 役場本庁舎前 ) に、㈱菊池製作所と東京大学から寄贈された WEB カメラを設置。 81
仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市蓬莱）。

12 月 5 日（月）

食品放射能測定器の村民向け運用の開始。 82
第 7 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（JA そうまの現状、除染・
除塩、補償実態について）。
仮設住宅・公的宿舎避難者との懇談会（福島市大森）。

12 月 6 日（火） 第 5 回いいたて復興計画村民会議を開催（福島市飯野町）。 81
12 月 7 日（水） 国の除染活動の拠点とするため役場本庁舎の自衛隊による除染活動開始（~18 日）。
12 月 8 日（木） いいたて復興計画村民会議が復興計画の答申書を村に提出。 82
12 月 9 日（金） 第 13 回飯舘村議会定例会開会。
12 月 13 日（火） 議会一般質問。

12 月 14 日（水） 第 8 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（福島市飯野町・飯舘村小
宮行政区で 15 日まで）。放射性物質の仮置き場・いいたてまでいな復興計画について協議。

12 月 16 日（金）
政府が東京電力福島第一原発の原子炉が冷温停止状態になったと判断し、事故収束に向けた工程表ス
テップ 2 の完了を宣言。 83

第 13 回飯舘村議会定例会閉会。「復興計画」や「放射性物質の仮置き場の方針」等を議決。

12 月 19 日（月） 役場庁舎除染クロージングセレモニーを開催（飯舘村）。 83
草野大師堂地内で環境省による除染モデル実証実験開始（~1 月末まで）。

12 月 21 日（水） 第 9 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（村内除染モデル事業について）。
12 月 22 日（木） 第 1 回機構改革庁内検討会を開催（福島市飯野町）。
12 月 24 日（土） 村小学校と村外の小学校へ転校した小学 6 年生による沖縄でのまでいの旅実施（~27 日まで）。 83
12 月 25 日（日） 川俣町中央公民館で平成 22 年度幼稚園小学校合同卒園卒業式。 84

12 月 26 日（月） 第 10 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（委員向けの除染講演会
を実施。講師は田中俊一先生）。

12 月 27 日（火）

第 2 回飯舘村避難村民自治組織連絡協議会を開催（福島市飯野町）。 85
農地除染実証事業に関する農業者との意見交換会を開催（福島市飯野町）。 85
飯野出張所で移動式ホールボディカウンタでの内部被ばく検査（1/28 まで実施）。 85
第 1 回除染に関する組織立ち上げ会議を開催（福島市飯野町）。
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平成 24 年 (2012 年 )
1 月 8 日（日） 平成 24 年度飯舘村成人式を開催。新成人が全国から届けられた振袖を着て参加（福島市飯野町）。 85

24 年飯舘村消防出初式（飯舘村）。 87
1 月 16 日（月） 第 1 回除染事業に関する組織立ち上げ会議を開催（福島市飯野町）。 87
1 月 17 日（火） 常陸宮様、華子様両殿下が松川第一仮設住宅をご訪問（福島市松川町）。 87
1 月 19 日（木） 平野博文文部科学大臣が小学校を視察（川俣町）。 88
1 月 24 日（火） 放射線リスク講演会を開催（福島市飯野町）。 88

1 月 26 日（木） 飯樋幼稚園で線量計配布式（0~15 歳までの子どもや妊婦のいる約 500 世帯対象に配布）を開催（川俣町）。 88
第 3 回機構改革庁内検討会を開催（福島市飯野町）。

1 月 28 日（土） 松川仮設住宅に村直売所松川店が開所。 88
1 月 29 日（日） 福島駅前広場等で開催の「絆つながる『ふくしまの春』」に「佐須の虎捕太鼓」、「比曽の三匹獅子舞」が出演。 89

1 月 30 日（月） 行政区長副区長会議を開催（福島市飯野町）。
村民 250 人に内部被ばく検査（茨城県東海村で ~2 月 9 日まで実施）。

2 月 3 日（金） 第 9 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（村内除染について）。
2 月 7 日（火） 福島市 2 ヵ所、伊達市、相馬市、川俣町の計 5 ヵ所で住民懇談会開催（~26 日まで）。 90
2 月 8 日（水） 第 1 回村行政機構改革審議会を開催（福島市飯野町）。 90
2 月 10 日（金） 避難先での村県民税等申告相談を開始。（伊達市、相馬市、福島市飯野町） 92

2 月 12 日（日） パルセいいざかでいいたて村民ふれあい集会を開催。村民およそ 1,100 人が参加（福島市飯坂町）。 91
村災害救援見舞金現金を給付（2 回目）。

2 月 13 日（月） 村、村議会が東電福島第一原発事故に伴う除染並びに復興等に関する要望書を内閣総理大臣らに提出
（東京都）。 90

2 月 22 日（水） 村議会特別委員会が会津若松市のバイオマス発電施設を視察。

2 月 26 日（日） 福島市青少年会館で飯舘村住民懇談会を開催（福島市）。
沖縄でのまでいの旅報告会を開催（福島市飯野町）。

2 月 27 日（月） 第 1 回いいたてまでいな復興計画推進委員会を開催。 92

2 月 28 日（火） 第 2 回飯舘村行政機構改革審議会を開催（福島市飯野町）。 92
農業委員会が村へ建議書を提出（福島市飯野町）。 92

2 月 29 日（水） 川俣自治会「きつつきの会」が設立総会を開催（川俣町）。

3 月 1 日（木） 福島学院大学で相農飯舘校卒業式を開催（福島市）。 93
「いやしの宿いいたて」の利用者が 1 万人を達成。

3 月 3 日（土） 村消防団、女性消防隊、南相馬消防署飯舘分署職員らが仮設住宅を防火訪問（福島市飯野町・福島市
松川町）。 93

3 月 6 日（火） 第 2 回飯舘村議会定例会が開会（福島市飯野町）。 93
3 月 11 日（日） 県主催の「3.11 ふくしま復興の誓い」に村の子どもたちが参加。 94
3 月 13 日（火） 飯舘中学校が川俣中央公民館で卒業式（川俣町）。 93
3 月 16 日（金） 草野・飯樋幼稚園が避難先の幼稚園園舎で修了式（川俣町）。 95

3 月 17 日（土） むし歯ゼロの子表彰式・内部被ばく検査についての子育て講演会を開催（福島市飯野町）。 95
いいたて未来への翼事業結団式（福島市飯野町）。

3 月 22 日（木） 第 2 回いいたてまでいな復興計画推進会議を開催（福島市飯野町）。 95

3 月 23 日（金） 村小学校が川俣中学校体育館で合同卒業式（川俣町）。 95
地権者を対象に、環境省による草野地区除染モデル事業結果説明会を開催。 96

3 月 24 日（土） 第 2 回飯舘村未来への翼プロジェクト事業で中学生 19 人がドイツへ出発（~31 日まで実施）。 96
村クリアセンターで放射性物質の一時保管場所見学会を実施。

3 月 31 日（土） やまゆり保育所修了式。

4 月 1 日（日） 村が伊達市との間で学校給食にかかる協定を締結。
4 月 3 日（火） 政府が村の避難指示区域の見直し案について説明。 96

4 月 6 日（金）
第 3 回いいたてまでいな復興計画推進委員会を開催（中町会館）。 96
川俣町に建設した小学校仮設校舎で草野・飯樋・臼石小学校入学式。 96
飯舘中学校が川俣中央公民館で入学式。 96

4 月 9 日（月）
避難区域見直しに関する懇談会（保原市民センター）。 97
福島市飯野町に建設した仮設園舎で草野・飯樋幼稚園入園式。 97
小宮、長泥地区農地モデル除染開始。

日付 できごと ページ

4 月 10 日（火） 相馬農業高校飯舘校　入学式（明成高校体育館）。 97
避難区域見直しに関する懇談会（相馬市高齢者福祉センター）。

4 月 11 日（水） 避難区域見直しに関する懇談会（福島県青少年会館）。
4 月 12 日（木） 避難区域見直しに関する懇談会（飯野出張所）。
4 月 17 日（火） 草野・飯樋幼稚園仮設園舎開園式。 97
4 月 18 日（水） 福島原発事故被災市町村議会連絡協議会総会（田村市）。
4 月 19 日（木） 飯舘村避難村民自治組織連絡協議会（飯野出張所）。
4 月 20 日（金） 草野・飯樋・臼石小学校仮設校舎開校式。 98
4 月 21 日（土） 世界の放射線専門家との直接対話集会開催（飯野出張所） 98
4 月 22 日（日） 飯舘村公民館で村消防団春季検閲式

4 月 23 日（月）
第 1 回いいたて全村見守り隊隊長会議（役場本庁）。
第 12 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（国・県・東電への要望、
避難区域見直しについて）。

4 月 25 日（水） 長泥行政区との避難区域見直しに関する意見交換会。 99
4 月 26 日（木） 第 4 回　までいな復興計画推進委員会（飯野出張所）。 100
4 月 28 日（土） 直売所「なごみ」命名記念式典（松川第一仮設住宅内直売所）。

5 月 1 日（火） 蕨平行政区との避難区域見直しに関する意見交換会。 99
5 月 2 日（水） 比曽行政区との避難区域見直しに関する意見交換会。 99
5 月 8 日（火） 比曽行政区が村に対し避難区域見直しについての「意見書」提出。 99

5 月 9 日（水） 飯舘村除染にかかる行政区説明会　二枚橋・須萱行政区（二枚橋集会所）。 100
飯舘村除染にかかる行政区説明会　前田行政区（伊達東応急仮設住宅集会所）。

5 月 10 日（木）
企業立地審議会（飯野出張所）。
飯舘村除染にかかる行政区説明会　臼石行政区（臼石集会所）。
飯舘村除染にかかる行政区説明会　上飯樋行政区（飯野学習センター大久保分館）。

5 月 11 日（金）
蕨平行政区が村、村議会に対し「避難区域見直しに係る陳情書」提出。 99
前田・八和木行政区との避難区域見直しに関する意見交換会。 99
飯舘村除染にかかる行政区説明会　関根・松塚行政区（飯野出張所）。

5 月 12 日（土） 飯舘村除染にかかる行政区説明会　深谷行政区（飯野出張所）。
飯舘村除染にかかる行政区説明会　伊丹沢行政区（伊丹沢集会所）。

5 月 13 日（日） 飯舘村除染にかかる行政区説明会　飯樋町（飯野出張所）。
5 月 14 日（月） 飯舘村除染にかかる行政区説明会　前田・八和木行政区（八和木集会所）。
5 月 15 日（火） 飯舘村除染にかかる行政区説明会　大久保・外内行政区（飯野出張所）。

5 月 16 日（水）
長泥行政区が村に対し「除染並びに区域見直しに伴う生活保障に関する要望書」提出。 99
飯舘村除染にかかる行政区説明会　比曽行政区（飯野出張所）。
飯舘村除染にかかる行政区説明会　草野行政区の一部（飯野出張所）。

5 月 17 日（木） 東電福島第一原発事故被災市町村議会連絡協議会 県要望活動（福島市）。
5 月 21 日（月） 本格除染に係る事前調査実施。

5 月 22 日（火） 飯舘村民の避難生活実態及び帰村意向等に関するアンケート発送。
東電福島第一原発事故被災市町村議会連絡協議会 国要望活動（東京都）。

5 月 23 日（水） 第 13 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（飯野出張所）。放射能
汚染における損害賠償の具体的方策・内容について協議。

5 月 24 日（木） 東電賠償法律講演会（飯野出張所）。 100
16 歳以上を対象に仮設住宅や飯野学習センター等で総合健診を実施（~6 月 3 日）。

5 月 28 日（月） 前田・八和木行政区が村に対し「要望書」提出。 99
5 月 30 日（水） 蕨平行政区の「避難区域見直しに係る陳情書」に対し国、村、村議会が回答書提出。 99

6 月 1 日（金）
第 5 回までいな復興計画推進委員会（飯野出張所）。 101
第 1 回いいたて健康リスクコミュニケーション推進委員会開催。 101
飯舘村民の避難生活実態及び帰村意向等に関するアンケート回答締切。

6 月 5 日（火） 長泥行政区の「除染並びに区域見直しに伴う生活保障に関する要望書」に対し村が回答書提出。 99
6 月 6 日（水） 村が前田・八和木行政区の「要望書」に対する回答書提出。 99

6 月 7 日（木） 第 14 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（飯野出張所）。避難区
域見直し、仮置き場の状況について協議。
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日付 できごと ページ
6 月 10（日） 南向台飯舘自治会 ( 仮称 ) 設立準備会開催。

6 月 11 日（月）
村が「避難指示区域の見直し」に係る飯舘村の方針決定について通知文を政府原子力災害対策本部に
提出。 102

草野地域の一部及び事業所等の除染実施（草野行政区）。
6 月 14 日（木） 村議会 6 月定例会（飯野出張所で 21 日まで開催）。
6 月 15 日（金） 避難区域見直しの決定通知を国が村に提出（飯野出張所）。 102

6 月 17 日（日） 第 6 回までいな復興計画推進委員会（飯野出張所）。 103
子どもの遊びと心の相談会（飯野学習センター）。 103

6 月 22 日（金） 飯舘村役場飯野出張所　開所一周年。 103
6 月 24 日（日） 第 2 回「未来への翼」報告会（飯野出張所）。
6 月 25 日（月） 比曽行政区の住民懇談会（飯野出張所）。
6 月 28 日（木） 第 1 回飯舘村までいな除染会議（飯野出張所）。 103
6 月 30 日（土） 第 7 回までいな復興計画推進委員会・答申提出（飯野出張所）。 104

7 月 1 日（日） 子育てプリペイドカード交付式（飯野出張所）。 104
長泥行政区 避難指示区域見直しに係る住民懇談会（飯野出張所）。 104

7 月 3 日（火） 東京電力新役員が来庁し謝罪（飯野出張所）。 104
7 月 4 日（水） 二枚橋・須萱行政区除染説明会（飯野出張所）。

7 月 5 日（木） 避難農業者支援説明会（飯野出張所）。
村議会が国への要望活動実施（東京都）。

7 月 8 日（日） 子育てプリペイドカード交付式（飯野学習センター）。

7 月 9 日（月） 携帯型線量計の貸与開始（飯野出張所）。 105
農業委員当選証書交付式（飯野出張所）。

7 月 11 日（水） 平成 24 年度 第 2 回飯舘村避難自治組織連絡協議会（飯野出張所）。
7 月 12 日（木） 避難区域の見直しに伴う事業者説明会（飯野学習センター）。
7 月 13 日（金） 相馬大野台応急仮設住宅で ICT タブレットを先行配付（同仮設住宅集会所）。 105
7 月 15 日（日） 前田行政区除染説明会（飯野出張所）。

7 月 17 日（火）
計画的避難区域から、帰還困難区域・居住制限区域・避難指示準備区域の 3 区域に再編され、帰還
困難区域に至る道路 6 か所にバリケード設置。 106

臼石行政区除染説明会（飯野出張所）。 107

7 月 20 日（金）
二枚橋・須萱行政区住民懇談会（飯野出張所）。
第 15 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（飯野出張所）。国が出し
た賠償基準、除染の現状と今後の進め方について協議。

7 月 22 日（日） 生命と地球 沖縄までいの旅（~25 日まで）。
7 月 24 日（火） 飯舘村「未来への翼」イタリア研修（~31 日まで）。 108
7 月 26 日（木） 相馬方部懇談会（相馬大野台応急仮設住宅集会所）。

7 月 30 日（月） 居住制限区域の企業再開。 109
放射線教育 教職員研修会（小学校仮設校舎・飯野出張所で 31 日まで開催）。

8 月 1 日（水） 村のホールボディカウンタによる内部被ばく検査と甲状腺検査を開始（福島市　あづま脳神経外科病院）。 109
伊達方部住民懇談会（保原市民センター）。

8 月 2 日（木） 夏休みオーストラリア研修旅行（~10 日まで）。 109
8 月 3 日（金） 川俣方部住民懇談会（川俣合宿所とれんぴあ）。
8 月 4 日（土） 蕨平行政区住民懇談会（飯野出張所）。
8 月 5 日（日） 飯野方部住民懇談会（飯野出張所）。
8 月 7 日（火） 福島方部住民懇談会（福島県青少年会館）。

8 月 8 日（水） 村民の声ネットワークシステム　オープニングセレモニー（飯野出張所）。情報タブレット端末運用開始。 109
比曽行政区除染説明会（飯野出張所）。

8 月 9 日（木） 草野行政区除染説明会（飯野出張所）。
8 月 10 日（金） 飯樋町行政区除染説明会（飯野出張所）。
8 月 12 日（日） 二枚橋・須萱行政区除染説明会（飯野出張所）。
8 月 18 日（土） 臼石行政区除染説明会（飯野出張所）。
8 月 20 日（月） 前田・八和木行政区除染説明会（飯野出張所）。

8 月 21 日（火）
第 2 回健康リスクコミュニケーション推進委員会（飯野出張所）。
伊丹沢行政区除染説明会（飯野出張所）。
健幸教室を開催。

日付 できごと ページ

8 月 22 日（水）

リスクコミュニケーター養成講座（飯野出張所）。 110
第 16 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会（飯野出張所）。いいたてまでい
な復興計画（第 2 版）について協議。
大久保・外内行政区除染説明会（飯野出張所）。

8 月 23 日（木） 関根・松塚行政区除染説明会（飯野出張所）。
8 月 26 日（日） 上飯樋行政区除染説明会（飯野出張所）。

8 月 27 日（月）
飯舘中学校仮設校舎で 2 学期スタート（飯舘中学校仮設校舎）。 110
草野・飯樋幼稚園増設園舎で学童保育・預かり保育スタート（草野・飯樋幼稚園仮設園舎）。 110
深谷行政区除染説明会（飯野出張所）。

8 月 30 日（木） 飯樋町行政区除染説明会（飯野出張所）。

9 月 2 日（日） 沖縄でのまでいの旅　事後研修会（飯野学習センター）。
未来への翼 in イタリア　事後研修会（飯野出張所）。

9 月 6 日（木） 飯舘中学校開校式（飯舘中学校仮設校舎多目的ホール）。 111
9 月 7 日（金） 中川恵一先生による放射線講演会（ドクタービジット）を飯舘中学校で開催。 111
9 月 8 日（土） 飯舘村民グラウンド・ゴルフ大会（福島市飯野野球場）。 112
9 月 9 日（日） 第 6 回市町村対抗福島県軟式野球大会　飯舘村チーム 1 回戦（県営あづま球場）。
9 月 10 日（月） 松川第一仮設住宅自治会懇談会（松川第一応急仮設住宅）。

9 月 11 日（火） 平成 24 年第 7 回飯舘村議会定例会（飯野出張所で 24 日まで開催）。
松川第二仮設住宅自治会懇談会（松川第二応急仮設住宅）。

9 月 12 日（水） 新までいな村構想推進準備委員会（飯野出張所）。
9 月 15 日（土） 「美しい村《創り》ワークショップ　未来への翼」参加（宮城県・宮城大学）。
9 月 16 日（日） 平成 24 年度飯舘村敬老会（福島市立飯野小学校体育館）。 113
9 月 17 日（月） 草野行政区東側除染説明会（飯野出張所）。
9 月 18 日（火） 二枚橋・須萱行政区仮々置場設置説明会（飯野出張所）。
9 月 19 日（水） 飯野・明治仮設住宅自治会懇談会（飯野出張所）。
9 月 20 日（木） 臼石行政区　除染説明会（飯野出張所）。

9 月 21 日（金） いやしの宿いいたてで健康教室が始まる（福島市飯坂町）。 114
関沢行政区　除染説明会（飯野出張所）。

9 月 22 日（土）
草野・飯樋・臼石小学校運動会（飯舘中学校仮設校舎校庭）。 114
長泥行政区仮置場説明会（長泥コミュニティーセンター）。
小宮行政区仮置場説明会（小宮コミュニティーセンター）。

9 月 23 日（日） 上飯樋行政区　除染説明会（飯野出張所）。
9 月 24 日（月） 村が、避難指示解除見込み時期について村の意向を国へ提出（飯野出張所）。 114
9 月 25 日（火） 飯舘村復興計画等にかかる福島市飯野地区への説明会（飯野出張所）。10 月 19 日に国から返答が届く。
9 月 27 日（木） 佐須行政区　除染説明会（佐須公民館）。

9 月 28 日（金）
平成 24 年度飯舘村表彰式典（飯野出張所）。 114
風兼団地仮置場説明会（南相馬市）。
宮内行政区　除染説明会（飯野出張所）。

9 月 29 日（土） 草野・飯樋幼稚園運動会（草野・飯樋幼稚園仮設園舎園庭）。 115
第 6 回市町村対抗福島県軟式野球大会　飯舘村チーム 2 回戦（県営あづま球場）。 115

10 月 1 日（月） 大倉行政区除染説明会（相馬市高齢者等サポートセンター）。

10 月 2 日（火） 飯舘村の教育を語る会（飯野学習センター）。 115
小宮行政区除染説明会（飯野出張所）。

10 月 3 日（水） 「日本で最も美しい村」連合「2012 フェスティバル in たかはる」（宮崎県高原町で 5 日まで開催）。
10 月 5 日（金） 八木沢・芦原行政区除染説明会（飯野出張所）。
10 月 7 日（日） いいたて村文化祭（福島県文化センターで 8 日まで開催）。 116
10 月 11 日（木） 飯舘村長選挙告示（飯野出張所）。
10 月 14 日（金） 第 2 回子どもの遊びと心の相談会（飯野出張所）。

10 月 18 日（木） 第 2 回までいな除染会議（飯野出張所）。
中小企業等支援に係る説明会（飯野学習センター他）。

10 月 19 日（金） 避難指示区域解除の見込時期について国から回答（飯野出張所）。
10 月 20 日（土） リスコミ新聞「かわら版道しるべ」第 1 号発行 116
10 月 22 日（月） 飯舘村長選挙当選証書付与（飯野出張所）。

10 月 23 日（火） 平成 24 年度第 3 回飯舘村避難村民自治組織連絡協議会（飯野学習センター）。
新までいな村構想推進準備委員会　第 3 分科会（飯野出張所）。

10 月 24 日（水） 新までいな村構想推進準備委員会　第 2 分科会（飯野出張所）。

10 月 25 日（木） 新までいな村構想推進準備委員会　第 1 分科会（飯野出張所）。
国見仮設住宅自治会懇談会（国見上野台応急仮設住宅）。
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日付 できごと ページ
10 月 26 日（金）行政区長会による国への要望（東京都）。 117

10 月 29 日（月）菅野村政 5 期目がスタート。 117
伊達東仮設住宅自治会懇談会（伊達東応急仮設住宅）。

10 月 30 日（火）蓬莱県営住宅飯舘自治会懇談会（蓬莱県営住宅）。
10 月 31 日（水） 松川雇用促進住宅飯舘自治会懇談会（松川雇用促進住宅）。

11 月 2 日（金） 南相馬方部飯舘自治会設立総会及び健康リスクコミュニケーション講演会 （南相馬市原町区福祉会館）。
11 月 3 日（土） 村直売所松川店「なごみ」収穫感謝祭（福島市松川町）。

11 月 5 日（月） 新までいな村構想推進準備委員会　第 3 分科会（飯野出張所）。
川俣地区飯舘自治会「きつつきの会」懇談会（川俣町合宿所とれんぴあ）。

11 月 6 日（火）

村と福島市が「『いいたてまでいな復興計画』に基づく帰村のための取り組みへの支援に関する協定書」
を締結。 117

新までいな村構想推進準備委員会　第 2 分科会（飯野出張所）。
南向台飯舘自治会懇談会（南向台ふれあいセンター）。

11 月 8 日（木） 東京電力石崎副社長が来庁。 118
吉倉公務員宿舎飯舘自治会懇談会（吉井田学習センター）。

11 月 9 日（金）
平成 24 年度「までいな除染会議」現地モニタリング調査（飯舘村須萱地区）。 118
第 2 回教育を語る会（飯野学習センター）。
南相馬方部飯舘自治会懇談会（南相馬市原町区福祉会館）。

11 月 11 日（日） 蕨平行政区除染説明会（蕨平公民館）。

11 月 12 日（月） 村議会復興対策特別委員会による放射性物質減容化処理施設視察（埼玉県滑川市）。
相馬大野台応急仮設住宅自治会懇談会（相馬市高齢者等サポートセンター）。

11 月 14 日（水） 復興庁・復興推進委員会来庁（飯野出張所）。 118

11 月 15 日（木） 農業委員会から村へ建議書提出（飯野出張所）。 119
除染業者による自主防犯パトロール隊出動式（いちばん館）。 119

11 月 18 日（日） ふくしま駅伝　飯舘村チーム出場（郡山市・開成山競技場 ~ 福島県庁前）。 119

11 月 20 日（火）
新までいな村構想推進準備委員会　第 1 分科会（飯野出張所）。
村議会「ゆめソーラー館やまなし」視察（山梨県甲府市で 21 日まで）。
リスコミ新聞「かわら版道しるべ」第 2 号発行

11 月 22 日（木） 新までいな村構想推進準備委員会　第 3 分科会（飯野出張所）。
11 月 23 日（金） 長浜博行環境大臣の除染作業視察と来庁（二枚橋地区・飯野出張所）。

11 月 26 日（月） 須萱地区の除染を行う除染作業員向け講習会開催。 120
NTT 大森宿舎飯舘自治会懇談会（NTT 大森宿舎集会所）。

11 月 27 日（火） 新までいな村構想推進準備委員会　第 2 分科会（飯野出張所）。
11 月 28 日（水） 健康リスクコミュニケーション「放射線と村民の生活」講演会（松川第二応急仮設住宅集会所）。 120
11 月 29 日（木） 第 3 回新までいな村構想推進準備委員会（飯野出張所）。 120

12 月 5 日（水） 荒井信夫住宅飯舘自治会懇談会（荒井宿舎集会所）。
12 月 7 日（金） 村議会 12 月定例会（飯野出張所で 14 日まで開催）。
12 月 9 日（日） 思いやりまでいラリーピンポン卓球交流会（福島市・県青少年会館体育館）。 121

12 月 11 日（火）「子育てサロン」放射線リスクコミュニケーション（草野・飯樋幼稚園）。
放射線リスクコミュニケーション（旧松川小応急仮設住宅）。

12 月 16 日（日） 長泥行政区除染説明会（飯野学習センター）。
第 46 回衆議院議員選挙投開票（飯野出張所）。

12 月 18 日（火） 放射線リスクコミュニケーション（旧明治小応急仮設住宅）。
12 月 19 日（水） 第 3 回教育を語る会（福島市・ホテルグリーンパレス）。
12 月 20 日（木）新までいな村構想推進準備委員会　第 1 分科会（飯野出張所）。

12 月 21 日（金） 放射線リスクコミュニケーション（旧飯野小応急仮設住宅）。
放射線リスクコミュニケーション（松川第二応急仮設住宅）。

12 月 24 日（月）
草野東工区除染説明会（飯野出張所）。
佐須行政区除染説明会（上保原公民館）。
放射線リスクコミュニケーション（NTT 大森社宅）。

12 月 25 日（火）
新までいな村構想推進準備委員会　第 3 分科会（飯野出張所）。
関沢行政区除染説明会（飯野出張所）。
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12 月 26 日（水）第 1 回いいたてまでいな復興計画推進委員会（飯野出張所）。 122

日付 できごと ページ

平成 25 年（2013 年）
1 月 6 日（日） 平成 25 年飯舘村消防出初式（飯舘中学校本校体育館）。 124
1 月 7 日（月） 平成 24 年度第 4 回飯舘村避難村民自治組織連絡協議会（飯野出張所）。
1 月 13 日（日） 平成 25 年飯舘村成人式（飯野学習センター）。 124

1 月 16 日（水） 新までいな村構想推進準備委員会　第 3 分科会（飯野出張所）。
草野行政区（西側）除染同意取得説明会（飯野出張所）。

1 月 17 日（木） 新までいな村構想推進準備委員会第 3 分科会（飯野出張所）。
草野行政区（西側）除染同意取得説明会（飯野出張所）。

1 月 18 日（金） 飯樋町行政区除染同意取得説明会（飯野出張所）。
1 月 19 日（土） 福島市立大鳥中学校・いやしの宿いいたてで、いいたて & いいざか交流イベント（20 日も開催）。 125
1 月 20 日（日） 関根・松塚行政区除染同意取得説明会（いやしの宿いいたて）。

1 月 22 日（火）
第 18 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（飯野出張所）。除染に係
る不適切作業の経過等について協議。
前田・八和木行政区除染同意取得説明会（飯野出張所）。

1 月 23 日（水） 石原伸晃環境大臣が来庁（飯野出張所）。 125

1 月 24 日（木）
第 4 回新までいな村構想推進準備委員会（飯野出張所）。 125
第 9 回までいな復興計画推進委員会（飯野出張所）。 125
大久保・外内行政区除染同意取得説明会（飯野出張所）。

1 月 25 日（金） 東京電力福島復興本社代表の来庁（飯野出張所）。 125

1 月 27 日（日） 伊丹沢行政区除染同意取得説明会（伊丹沢集会所）。
前田行政区除染説明会（伊達東仮設住宅集会所）。

1 月 30 日（水） 第 4 回教育を語る会（飯野学習センター）。
1 月 31 日（木） 移動図書館車（こあら号）お披露目式（草野・飯樋・臼石小学校）。 126

2 月 1 日（金） 深谷行政区除染同意取得説明会（飯野出張所）。
2 月 2 日（土） 根本匠復興大臣の来庁（飯野出張所）。 126
2 月 4 日（月） 比曽行政区除染説明会（飯野出張所）。

2 月 5 日（火） 新までいな村構想推進準備委員会　第 1 分科会（飯野出張所）。 126
リスコミ新聞「かわら版道しるべ」第 4 号発行

2 月 7 日（木） 新までいな村構想推進準備委員会　第 3 分科会（飯野出張所）。 126
村議会広報編集委員会（宮城県美里町で 8 日まで開催）。

2 月 8 日（金） 新までいな村構想推進準備委員会　第 2 分科会（飯野出張所）。 126

2 月 14 日（木）
第 1 回飯舘村防災会議（飯野出張所）。 127
第 5 回新までいな村構想推進準備委員会（飯野出張所）。
第 10 回いいたてまでいな復興計画推進委員会（飯野出張所）。

2 月 17 日（日） 上飯樋行政区除染同意取得説明会（飯野出張所）。

2 月 19 日（火） 子ども議会（飯野出張所）。 127
村議会原子力発電所事故災害復興対策特別委員会　国へ要望活動（東京都）。

2 月 20 日（水） 第 3 回飯舘村までいな除染会議（飯野出張所）。 127

2 月 21 日（木）
避難先営農者と農業委員との意見交換会（いやしの宿いいたて）。 127
第 19 回東京電力福島第一原子力発電所事故災害復興対策特別委員会を開催（飯野出張所）。いいたて
までいな復興計画（第 3 版）の進捗について協議。

2 月 22 日（金） 第 2 回飯舘村防災会議（飯野出張所）。
2 月 24 日（日） パルセいいざかで、第 2 回いいたて村民ふれあい集会開催（福島市飯坂町）。 127

2 月 25 日（月） 第 6 回新までいな村構想推進準備委員会（福島市・ホテルグリーンパレス）。
第 3 回子どもの遊びと心の相談会（パルセいいざか）。

2 月 27 日（水） 第 11 回いいたてまでいな復興計画推進委員会　答申（福島市・ホテルグリーンパレス）。 128
2 月 28 日（木） いいの & いいたて交流ボッチャ大会（飯野学習センター）。 128

3 月 1 日（金） 県立相馬農業高等学校飯舘校平成 24 年度卒業証書授与式（県立明成高校体育館）。
3 月 4 日（月） 新までいな村構想推進準備委員会　第 1 分科会（飯舘村役場飯野出張所）。

3 月 5 日（火） 村議会 3 月議会定例会（飯野出張所で 19 日まで開催）。
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3 月 11 日（月） 飯舘中学校行事として、3.11 東日本大震災追悼集会　木下尊惇・上松美香追悼演奏会開催（飯舘中学
校多目的ホール）。 128


